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・昭和 29（1954）年 4 月 1 日／八女市誕生
・昭和 31（1956）年／八女市で福岡県内初となる小
学校全校完全給食が実現 

・昭和 35（1960）年／矢部村の日向神ダムが完成し、
観光遊覧船就航 

・昭和 36（1961）年／黒木町、矢部村、星野村の三
森林組合で県下初の「八女森林組合共販所」を設立 

・昭和 42（1967）年／大島・矢部川間を結ぶ国道 3 
号バイパスが開通

・昭和 43（1968）年／平和の火が完成
・昭和48（1973）年／九州縦貫自動車道の八女インター
チェンジが開設／八女地区県営農地開発パイロット事
業完了

・昭和 52（1977）年／「八女福島仏壇」が国の伝統
的工芸品に指定／「八女福島の燈籠人形」が国の重要
無形民俗文化財に指定／「松延家住宅」が国の重要
文化財に指定

・昭和 53（1978）年／北部九州最大の前方後円墳岩
戸山古墳を含む「八女古墳群」が国の史跡に指定

・昭和 60（1985）年／国鉄矢部線廃止
・昭和 61（1986）年／八女伝統工芸館開館
・平成元（1989）年／星野村の村制 100 周年を記念
して「九州和太鼓フェスティバル」開催
・平成 2（1990）年／立花町で「第 1 回立花町観梅会」
開催

・平成 3（1991）年／九州最大級の天体望遠鏡を備
えた「星の文化館」開館
・平成 5（1993）年／上陽町で「全日本きんま選手権」
開催

・ 平成 7（1995）年／「万灯流し」開始／原爆の火
を守る「平和の塔」が星のふるさと公園に建立
・平成 10（1998）年／「べんがら村」が開館
・平成 11（1999）年／「旭座人形芝居会館」が開館
・平成 12（2000）年／「八女津媛浮立館」が開館
・平成 13（2001）年／「八女提灯」が国の伝統的工
芸品に指定

・平成 14（2002）年／「八女福島の白壁の町並み」
が重要伝統的建造物群保存地区に選定

・平成 17（2005）年／「道の駅たちばな」が開館
・平成 18（2006）年／八女市と上陽町が合併
・平成 22（2010）年／八女市と黒木町、立花町、矢
部村、星野村が合併し新八女市誕生／「全国茶品評
会」で八女茶は 10年連続玉露の部の日本一を達成

・平成 24（2012）年／大韓民国巨済市との姉妹都市
協定締結

・平成 25（2013）年／福岡市天神にアンテナショッ
プ「八女本舗」がオープン

・平成 26（2014）年以降はP10より掲載
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昭和 29年

平成 18年

八女市誕生

福島町、 川崎村、忠見村、岡山村

新八女市

編入）

平成 22年編入）

上陽町編入）

黒木町 豊岡村、串毛村、木屋村、笠原村合併）

編入）

立花町

昭和 29年

光友村、 北山村、白木村、辺春村合併） 昭和 30年

昭和 32年

矢部村

星野村

大淵村

北川内町、横山村合併） 昭和 33年

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年 

４ 

月 

１ 

日
、１
町
３
村
の
編
入
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
八
女
市
。
市
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
発
展
を
遂
げ
、

現
在
は
県
内
で
２
番
目
に
広
い
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
九
州
の
、
日
本
の
八
女
市
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
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４
）
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１
日
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１
町
３
村
の
編
入
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
八
女
市
。
市
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
発
展
を
遂
げ
、

現
在
は
県
内
で
２
番
目
に
広
い
市
と
な
り
ま
し
た
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こ
れ
か
ら
も
九
州
の
、
日
本
の
八
女
市
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
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次の未来へ
そして 、

　
昭
和
２９
年
４
月
１
日
に
八
女
市
が
誕
生
し
、
今

年
で
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
１８
年
に
上
陽
町
、
平
成
２２
年
に
黒
木
町
、
立

花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
の
合
併
を
経
て
、
来

年
２
月
に
は
合
併
１５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
矢
部
川
、
星
野
川
の
２
本
の
清
流
と
と

も
に
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
八
女
茶
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
の
生
産
地
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
多

き
地
域
と
し
て
伝
統
と
文
化
を
育
み
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
合
併
か
ら
の
１５
年
は
、
各
地
域
の
魅
力
を
活

か
し
、
八
女
市
全
体
と
し
て
ま
と
め
、
一
つ
の
市
と
し

て
醸
成
す
る
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
２４
年

７
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
そ
こ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
だ
月
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
被
災
し
た
地
域
が
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た
め
て
八
女

市
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、本
誌
の
な
か
で
も
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
八
女
市
を
担
う
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
、

こ
の
市
制
施
行
７０
周
年
・
合
併
１５
周
年
を
契
機
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き
、

と
も
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
八
女
市
を
目
指
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
第
５

次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の

恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

安
心
と
成
長
の
ま
ち 

八
女
」
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

m e s s a g e

八女市の未来 によせて

八
女
市
長  

三
田
村 

統
之

中島　一之　初代
服部　寅雄　2代
主計　貞二　3代
　　　　　　6代 
末金　偆一　4代
牛島　節二　5代
斉藤　清美　7代
野田　国義　8代
三田村統之　9代

S29.4~ S30.4 
S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S48.1~ S52.1 
S38.5~ S39.12 
S40.1~ S48.1 
S52.1~ H5.1 
H5.1~ H20.9 
H20.11~

八 女 市
中村　次平　初代
平島　大勝　2代
中尾　順蔵　3代
田中　近作　4代
甲木　安英　5代
堤　　菅雄　6代
鵜木　久義　7代
田中　礼助　8代

S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ H6.3 
H6.4~ H14.4 
H14.4~ H22.1

立 花 町
坂本虎之助　初代
宮内　萬吉　2代
坂本鐵之進　3代
田中　　穆　4代
轟　政次郎　5代
江田　　勝　6代
若杉　文夫　7代
若杉　繁喜　8代
栗原　照幸　9代
原嶋　貞夫 10 代
中司　謙治 11 代
田島冨士雄 12 代

M22~ M37  
M38.3~ T6.1 
T6.2~ S7.12 
S8.6~ S21.10 
S22.4~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S58.4 
S58.5~ H8.5 
H8.6~ H12.5
H12.6~ H16.5 
H16.6~ H21.9 
H21.10~ H22.1

矢 部 村

内藤　勘藏　初代
大橋留三郎　2代
川島　   稔　3代
横溝彌太郎　4代
小川　光吉　5代

S29.4~ S41.4 
S41.4~ S44.2 
S44.2~ H 元 .2 
H 元 .2~ H17.2 
H17.2~H22.1

黒 木 町
小川　秀木　初代
　　　　　　3代
井上　常雄　2代
川口　義則　4代
牛嶋　　剛　5代

S33.4~ S37.4 
S41.4~ S57.4 
S37.4~S41.4 
S57.4~H6.4 
H6.4~H18.9

上 陽 町
髙木　良一　初代
髙木好太郎　2代
今村　和方　3代
髙木　賢之　4代
西田　七郎　5代
江頭　一郎　6代
髙木　良之　7代
　　　　　　9代
西田　定夫　8代
橋爪喜三郎 10 代
谷口　俊一 11 代
倉住　　茂 12 代
髙木　万藏 13 代
松永　雅男 14 代
藤﨑　正昭 15 代
髙木　良之 16 代

M22.5~ M38.9 
M38.11~M42.11 
M42.11~T15.2
 T15.5~ S5.5 
S5.6~ S13.6 
S14.12~ S18.12 
S18.12~ S21.12 
S34.5~ S37.7 
S22.4~ S34.4
S37.9~ S49.9 
S49.9~ S56.6 
S56.7~ S62.6 
S62.7~ H7.7 
H7.7~ H15.7 
H15.7~ H19.7 
H19.7~ H22.1

星 野 村

歴
代
首
長




